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内奪の要旨および審査の結果の要旨
脳は虚血に対して抵抗力が弱く，常温下では数分間の脳血流停止により不可逆的な障害が発生するとさ
れている。その原因の一つとして，脳血流再開後に血流の再灌流しない部位が生じ，二次的に脳障害が発
生するという指摘がある。この現象は非再灌流現象（no-reflowphenomenon）と呼ばれているが，否
定的な報告もみられその実態については未解明の点が少なくない。本研究は，脳虚血時間を正確に規定す
ることが可能な，上行大動脈遮断による10分間の全脳虚血犬モデルを使用し，墨汁を大動脈より脳血管内
へ順行性に注入する方法を用いて，全脳虚血後における非再灌流現象の実態を経時的に調べることを目的
とした。実験犬29頭を正常対照犬７頭，１０分間の全脳虚血直後７頭，血流再開の10分後７頭および血流再
開の１時間後８頭に分けて墨汁の注入を行い，脳血管内への墨汁の到達状況を観察し，以下の結果を得た。
１．対照群ではすべての脳血管領域に墨汁が到達しており，墨汁の注入方法に問題点はなかった。
２．１０分間の全脳虚血直後に血流を再開させないまま墨汁を注入した群では，７頭中，大脳皮質深層（７
頭），大脳基底核（６頭），視床（６頭），脳幹（５頭），海馬（３頭），および小脳（２頭）に墨汁の
非再灌流部位が認められた。大脳基底核とくに尾状核，視床および大脳皮質深層では，広範な墨汁の非再
灌流部位を認めたものが多く，脳幹，海馬および小脳では，その程度は軽度であった。
３．血流再開の10分後および１時間後に墨汁を注入した群では，対照群と同様に墨汁の非再灌流部位は認
められず，いわゆる非再灌流現象と思われる所見は確認されなかった。
以上の結果から，１０分間の全脳虚血犬モデルでの非再灌流現象は脳虚血後に必発し永続する現象ではな
く，血流再開時に一時的に認められ，その後は消失する可逆的な現象であると結論された。また，今脳虚
血直後に墨汁を注入した群での所見からみて，非再濯流現象の好発部位は側副血行路を有しない穿通枝領
域である大脳皮質深層，大脳基底核および視床であり，これらの領域では脳循環再開後に血行動態の回復
が遷延した場合には非再濯流部位となる可能性が示唆された。
以上，本研究は，虚血後の脳障害発生機序に関連して論争の的となっていた問題点を明確にした価値あ
る労作と評価された。
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